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防災特集

日
ご
ろ
の
備
え
で
身
を
守
ろ
う

今
か
ら
78
年
前
の
大
正
12
年
の
９
月
１
日
は
、
関
東
大
震
災
が
起
き
た
日
で
す
。
こ
の
日
を
「
防

災
の
日
」
と
定
め
、
災
害
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
す
る
日
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
地
震
は
い
つ

起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
９
月
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
防
災

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
内
で
発
生
が
考
え
ら
れ
る
災
害
は

風
水
害
、
航
空
機
事
故
、
地
震
災
害
な

ど
で
す
。
特
に
注
意
が
必
要
な
の
は
被

害
の
規
模
か
ら
い
っ
て
地
震
災
害
で

す
。
地
震
の
恐
ろ
し
さ
に
は
、
建
築
物

の
倒
壊
と
そ
れ
に
伴
う
火
災
の
発
生
が

あ
り
ま
す
。
ま
さ
か
の
と
き
の
た
め
の

心
構
え
を
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
家
族
で
防
災
会
議

家
の
中
の
安
全
な
場
所
、
避
難
場
所

や
避
難
経
路
な
ど
の
確
認
、
災
害
が

発
生
し
た
と
き
の
役
割
分
担
を
決
め

る
。
ま
た
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な

っ
た
と
き
の
連
絡
方
法
や
最
終
的
に

会
う
場
所
も
決
め
て
お
く
。

日
ご
ろ
の
備
え
は

大
丈
夫
？

●
防
災
訓
練

積
極
的
に
参
加
し
行
動
を
体
得
す

る
。

●
家
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
石
塀
の
補
強

●
家
具
類
の
転
倒
防
止

家
具
類
や
大
型
電
化
製
品
な
ど
は
転

倒
防
止
策
を
施
し
て
お
く
。
ま
た
、

家
具
の
上
な
ど
に
ガ
ラ
ス
製
の
装
飾

品
や
重
い
も
の
を
置
か
な
い
。
置
く

と
き
は
落
下
防
止
の
措
置
を
す
る
。

●
消
火
器
な
ど
の
備
え
を

消
火
器
や
消
火
用
水
の
用
意
を
。
ふ

ろ
に
水
を
張
っ
て
お
く
の
も
よ
い
。

●
非
常
持
出
品
の
備
え
を

１
カ
所
に
ま
と
め
、
い
つ
で
も
持
ち

出
せ
る
場
所
に
保
管
。
だ
れ
が
持
ち

出
す
か
を
家
族
内
で
確
認
す
る
。

避
難
所
に
た
ど
り
着
い
て
も
、
救
援

物
資
が
届
く
ま
で
に
約
３
日
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
３

日
間
を
切
り
抜
け
る
た
め
に
、
次
の
非

常
持
出
品
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
食
料

品
・
医
薬
品
・
電
池
な
ど
は
使
用
期
限

の
確
認
も
忘
れ
ず
に
。

非
常
持
出
品
を

チ
ェ
ッ
ク

一瞬のうちに1・2階がつぶれたビル（阪神・淡路大震災）



9月9日は、救急の日です。市では次のとおり救急キャンペ
ーンと普通救命講習会を開催します。
自分の前で突然家族が倒れ、意識を失ったらあなたはどう
しますか。あなたのすばやい応急手当と119番への通報が
「救命リレー」のスタートです。
人が倒れて呼吸が停止してから数分で心臓も停止します。2
分以内に人工呼吸や心肺蘇

そ

生の応急手当を始めると、ほとん
どの人が助かるといわれています。また、5分後になると生存

率は約25％、
4人に1人しか
助からないと
されています。
救急隊が到着
するまでに、
あなたの適切
な応急手当が
尊い命を救う
ことになるの
です。
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い
ざ
地
震
と
な
る
と
、
普
段
冷
静
な

人
で
も
慌
て
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
あ
な
た
は
正
し
く
行
動
で
き
ま
す

か
。

①
ま
ず
落
ち
着
い
て
身
の
安
全
を

丈
夫
な
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
身
を

隠
す
。
座
布
団
な
ど
で
頭
を
保
護
す

る
。
玄
関
な
ど
の
扉
を
開
け
て
非
常

脱
出
口
の
確
保
を
。

②
す
ば
や
く
火
の
始
末

あ
っ
地
震
だ
！

【三里塚消防署】
s日時＝9月7日（金）午前9時30分～正午（献血も行っていま
す）

【ボンベルタ百貨店】
s日時＝9月8日（土）午前10時～午後2時
【イオン成田ショッピングセンター】
s日時＝9月9日（日）午前10時～午後2時

s日時＝9月23日（祝）午前9時30分～午後0時30分
s会場＝市役所6階中会議室
s内容＝心肺蘇生法、応急手当の仕方、救急車の利用方法な
ど

s定員＝30人（先着順）
s申し込み方法＝直接または電話で消防本部警防課（120-
1592）へ

普通救命講習会

救急キャンペーン

この機会に応急手当を学ぼう

非常食品救急・衛生用品

照明器具携帯ラジオ

貴重品衣類

防災は
わが家から

9月9日は救急の日

も
し
、
出
火
し
た
ら
協
力
し
合
っ
て

初
期
消
火
に
努
め
る
。

③
慌
て
て
戸
外
に
飛
び
出
さ
な
い

④
狭
い
路
地
・
塀
の
わ
き
・
が
け
に
近

寄
ら
な
い

⑤
正
確
な
情
報
で
行
動
を

⑥
避
難
は
車
を
使
わ
ず
徒
歩
で

⑦
協
力
し
あ
っ
て
応
急
救
護
を

災
害
が
大
き
く
な
る
と
消
防
署
に
よ

る
救
急
活
動
が
間
に
合
わ
な
く
な
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、
軽
い
け
が
な
ど

の
処
置
は
お
互
い
協
力
し
合
っ
て
応

急
救
護
を
。

常用している薬がある人は、それら
も忘れずに

乾パン・ビスケット類、飲料水など
火を通さなくても食べられる物

予備の電池も ローソク、懐中電灯、マッチなど

下着、セーター、ジャンパー、
防災ずきんなど

預金通帳、印かんなど
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自
主
防
災
組
織
で

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
守
ろ
う

現
在
の
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
近
隣

関
係
が
薄
れ
、
隣
に
住
む
人
の
顔
も
名

前
も
知
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ

て
き
て
い
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
と

き
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は

地
域
住
民
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
日
ご

ろ
か
ら
地
域
の
連
帯
意
識
を
育
て
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
組
織
的
な
防
災
活
動
を
行
う

た
め
、
区
・
町
内
会
・
自
治
会
な
ど
の

単
位
で
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
、
住
民

が
自
発
的
に
結
成
し
、
情
報
班
、
消
火

班
、
避
難
誘
導
班
な
ど
の
役
割
分
担
を

も
っ
た
組
織
で
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か

ら
市
や
消
防
署
と
連
携
を
密
に
し
、
災

害
に
備
え
て
訓
練
を
行
い
ま
す
。

市
内
で
は
22
の
自
主
防
災
組
織
が
あ

自
主
防
災
組
織
と
は
？

り
ま
す
。

防
災
に
対
す
る
住
民
の
意
識
が
高
ま

り
、
市
の
補
助
に
よ
り
防
災
用
具
な
ど

が
整
備
で
き
ま
す
。
生
活
に
安
心
感
・

信
頼
感
が
生
ま
れ
、
住
み
や
す
い
環
境

組
織
を
つ
く
る
メ
リ
ッ
ト

に
な
る
と
共
に
、
地
域
住
民
の

連
帯
意
識
が
高
ま
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
育
ち
ま
す
。

も
し
も
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
自
分

一
人
や
家
族
だ
け
で
は
本
当
の
安
全
確

も
し
も
に
備
え
て

保
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
域
全
体
が
安
全

に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
自
分
や

家
族
の
安
全
が
守
れ
る
の
で
す
。

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
て
、
あ
な
た
の
住
む
地
域
も

「
自
主
防
災
組
織
」を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

「安全で安心して住める街」を目指し、平成9年12月
に「美郷台3丁目自主防災会」を結成しました。
自主防災会がいざというときに防災活動の機能を発
揮するには、日ごろから防災意識の啓発に努め、住民
一人ひとりが落ち着いて初期活動ができるように、あ
らゆる状況を想定した訓練を行うことが大切です。わ
が自主防災会では、住民の集まる年3回の全市一斉に実
施される環境美化運動の日に、町内大掃除のあとに煙
の中の誘導訓練や消火器を使っての初期消火訓練など
を行い、防災の必要性を訴えています。現在、防災会
は男性が中心ですが、災害が発生するのは男性がいる
時間帯とは限りません。むしろ家庭にいる時間の多い
女性が防災の必要性を認識し、自主防災活動の中心と
なっていただくことが今後の課題です。
また、災害発生時に各自主防災組織がお互いに連絡
がとれる協力体制を整えておくべきだと思います。「自
主活動」はいざというとき「連合活動」になります。
各地区の自主防災組織が集まって、年1回合同訓練を実
施することも市民の防災意識を高めるうえで必要では
ないでしょうか。阪神・淡路大震災時のボランティア
活動を教訓にして防災訓練を継続的に実施しなければ
なりません。まさに「継続は力なり」でありましょう。

備えあれば憂いなし
わが街に
防災意識健在なり

美郷台3丁目自主防災会

会長　島津武彦さん

地域の
協力体制を

地域の連帯感も高まります
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そ
こ
で
、「
災
害
時
に
お
け
る
物
資

の
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て

い
る
業
者
や
県
内
市
町
村
に
協
力
を
要

請
し
、
生
活
必
需
品
を
確
保
し
ま
す
。

市
で
は
地
震
災
害
時
な
ど
に
円
滑
な

活
動
が
図
れ
る
よ
う
に
、

関
係
機
関
・
事
業
所
お

よ
び
市
民
の
協
力
を
得

て
、
総
合
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

家
屋
の
倒
壊
や
道
路

の
寸
断
で
、
防
災
機
関

の
活
動
は
著
し
い
制
限

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ

の
と
き
大
切
な
の
は
地

域
の
人
々
に
よ
る
救

助
・
救
援
活
動
で
す
。

市
で
は
、
自
治
会
な

ど
で
自
主
防
災
組
織
を

設
立
す
る
と
、
補
助
金

の
交
付
や
資
器
材
の
貸

与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
時
的
に
身
の
安
全

を
確
保
す
る
避
難
場
所

と
し
て
39
カ
所
を
指
定

緊
急
時
の
避
難

場
所

自
主
防
災
組
織

防
災
訓
練

災害に強い
まちづくりを目指して

01 成田高等学校 14 久住中学校 27 成田国際高等学校
02 成田小学校 15 勤労者体育センター 28 新山小学校
03 成田市役所 16 久住第一小学校 29 西中学校
04 成田国際文化会館 17 豊住小学校 30 加良部小学校
05 成田中学校 18 豊住中学校 31 橋賀台小学校
06 印東体育館 19 遠山小学校 32 玉造小学校
07 公津小学校 20 遠山中学校 33 玉造中学校
08 平成小学校 21 三里塚小学校 34 成田北高等学校
09 成田西陵高等学校 22 本城小学校 35 神宮寺小学校
10 八生小学校 23 東小学校 36 中台小学校
11 大谷津運動公園 24 中央公民館 37 中台中学校
12 中郷小学校 25 吾妻小学校 38 向台小学校
13 久住第二小学校 26 吾妻中学校 39 中台運動公園

防
災
行
政
無
線
で
災
害
情
報
を

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
情
報
を
い

ち
早
く
、
正
確
に
み
な
さ
ん
に
伝
え
る

た
め
に
、
市
内
91
カ
所
に
防
災
行
政
無

線
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
地
震
に
つ
い

て
は
、
震
度
４
を
感
知
す
る
と
自
動
的

に
放
送
さ
れ
、
み
な
さ
ん
に
警
戒
を
呼

び
か
け
ま
す
。
停
電
時
で
も
防
災
行
政

無
線
は
稼
動
し
ま
す
。

万
一
、
聞
き
逃
し
た
と
き
は
消
防
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
1
24
‐
３
８
３
８
）

に
電
話
を
。
ま
た
、
火
災
に
つ
い
て
の

情
報
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
放
送

後
30
分
間
は
情
報
を
繰
り
返
し
流
し
て

い
ま
す
。

初
動
体
制
の
整
備

…防災井戸　　…防災備蓄倉庫指定避難場所一覧表

防
災
備
蓄
倉
庫
　

市
内
14
カ
所
に
あ
る
備
蓄
倉
庫
に

は
、
乾
パ
ン
・
ア
ル
フ
ァ
ー
米
な
ど
の

非
常
食
各
２
万
４
、
０
０
０
食
、
水
運

搬
袋
２
万
６
、
０
０
０
枚
、
毛
布
３
、

０
０
０
枚
な
ど
の
食
料
・
防
災
用
品
を

蓄
え
て
い
ま
す
。

給
水
拠
点

被
災
者
に
対
し
て
、
成
田
給
水
場

（
県
水
）、
市
内
10
カ
所
の
配
水
場
、
市

内
12
カ
所
に
あ
る
防
災
井
戸
か
ら
水
を

確
保
し
給
水
活
動
を
行
い
ま
す
。

諸
機
関
と
の
応
援
協
定

大
規
模
な
災
害
が
起
き
た
場
合
、
市

だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
り
ま
す
。

災
害
救
助
体
制
の
整
備

し
て
い
ま
す
。
地
震
が
起
き
た
と
き
家

族
が
同
じ
場
所
に
い
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
近
く
の
避
難
場
所
を
調
べ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

救助物資や資器材を備えている防災備蓄倉庫

成田の
防災体制

災害時には給水車が被災者のもとへ

※
特
集
お
よ
び
防
災
関
係
な
ど
に
つ

い
て
、
く
わ
し
く
は
総
務
課
防
災

対
策
室
（
1
20
‐
１
５
１
０
）
へ
。（注）防災備蓄倉庫は上記のほかに東和田駐車場にあります。


